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修士論文要旨
認知行動的アプローチによる収集強迫傾向者に焦点を当てたワークブックを使った
介入プログラムの有効性に関する検討
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【問題と目的】
強迫性障害の治療については，曝露反応妨害法が中心的
な治療技法となりうることが明らかにされている。しかし
ながら，曝露反応妨害法には，患者の治療動機や問題点，
課題が数点挙げられてきており，その上，曝露反応妨害法
が有効とされないケースも示唆されている（飯倉，2005）。
こうした治療反応性が低いケースについて，症状に対する
洞察や生活妨害感の少なさが共通する特徴として認められ
る場合が多い一とされて－いる。、そこで研究1で－は，その特徴
を有している収集強迫傾向者に関して，曝露反応妨害法に
おける治療反応性の低さが生じていることをメタ分析によ
って確認する。研究2では，行動的介入だけでは不十分と
される収集強迫傾向者について，カテゴリカルスキルの習
得を目指した認知的な介入を取り入れた，認知行動的介入
プログラムの開発を行い，その有効性について検討する。
研究1：収集強迫における曝露反応妨害法の治療反応性に
関するメタ分析による検討
【方　法】
PsycINFOを用いて，「Obsessive－COmPulsive disorder
（OCD）」，「SymPtOm」，「reSPOnSe」というキーワードの
もと，論文を検索した。そして，強迫性障害のサブタイプ
別に介入の効果検討を行っており，収集強迫に関する記述
も確認できるなどの基準を設けて，メタ分析のための論文
を選択した結果，3論文が抽出された。
【結果と考察】
収集強迫傾向者に対する曝露反応妨害法は，非収集強迫
傾向者に対する曝露反応妨害法と比較して，改善効果が有
意に小さかった（亡き・0．37，pく．05）。収集強迫に関して，従
来から用いられている曝露反応妨害法では改善効果が認め
られないことが分かった。したがって，収集強迫に特化し
た介入プログラムの作成が望まれる。
研究2：認知行動的アプローチによる収集強迫傾向者に焦点
を当てたワークブックを用いた介入プログラムの有効性に関す
る検討
【方　法】
参加者：YBOCS　日本語版（浜垣ら，1999）によるスク
リーニングを行い，収集強迫に関して生活妨害感を感じて
いる大学生10名（男性5名，女性5名；年齢21．14±2．12
歳）に対して，自宅での介入を行った。
手続き：参加者は介入の詳細について説明を受けた後，ワ
ークブックとモニタリング用紙，質問紙の使用方法につい
て学んだ。その後，ワークブック使用前のアセスメント質
問紙への記入を求められた。ワークブックとモニタリング
用紙，質問紙は自宅に持ち帰り，ワークブックに沿って作
業を行った。作業終了後，ワークブック使用後のアセスメ
ント質問紙への記入を行った。モニタリング用紙，アセス
メント質問紙，知識チェッ一一クシートの3一点については，実
験者へ返却した。
介入プログラム内容：①心理教育（症状理解，治療動機の向
上），②カテゴリカルスキルの習得（意志決定スキルの向上
および物品の分類化・統合化の促進），③エクスポージャー
（所有物廃棄の際の不安低減），④認知的再体制化（物品の
廃棄に関する利益，不利益の客観視）
従属変数：①S℃姐－S（所有物を廃棄する際に生じる状態不
安），（9YBOCS（収集強迫に関連する強迫症状の程度およ
び影響性），③介入プログラムに関する評定，④知識チェッ
クシート（理解度・知識獲得度）
【結果と考察】
YBOCS強迫症状得点および下位項昌4項目得点におい
て，ワークブック使用前と使用後とを比較して，有意に低
減または低減する傾向が見られた（〆．05～．10）。所有物廃
棄の際の状態不安についても同様に，ワークブック使用前
と使用後とを比較して，有意に低減していた（グく．01）。こ
のことから，本研究で作成した介入プログラムによって，
収集強迫症状ならびに所有物を廃棄する際の精神的苦痛に
対して低減することが認められたと言える。
【総合考察】
本研究では，従来の研究ではあまり検討されてこなかっ
た認知的な介入技法を取り入れ，収集強迫症状の改善を試
みた。その結果，収集強迫症状の改善が認められた。認知
的な介入技法である「カテゴリカルスキルの習得」につい
て，最も有用であったという参加者による回答が得られて
おり，その有効性の高さがうかがわれる。今後は，「カテゴ
リカルスキルの習得」単独の効果の大きさを検討するため
に，実験群設定の工夫，介入プログラムにおけるプロセス
変数の考慮など，さらなる検討が必要であると言える。
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